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1.1. 概要
チャットサービス連携サンプルシナリオ（以降、”本サンプルシナリオ”と呼びます）の初期設定に関
する⼿順書です
この⼿順書では本サンプルシナリオの連携先として以下のチャットサービスの設定⼿順を記載してい
ます

Slack
Teams

Slackとの連携を希望の⽅は「2. 設定⼿順（Slack）」を実施してください。
Teamsとの連携を希望の⽅は「3. 設定⼿順（Teams）」を実施してください。



2. 設定⼿順（Slack）

2.1. 本⼿順の⽬的
本サンプルシナリオの実⾏に必要なSlackのアプリを登録します
チャット接続設定ファイルの作成に必要な以下の情報を取得します

アクセストークン
チャンネルID

2.2. 事前準備
WinActor（フル機能版）を⽤意してください
Slackのアカウントを⽤意してください

⽤意したアカウントで連携先のSlackワークスペースにサインインできることを確認してくださ
い

https://slack.com/intl/ja-jp/workspace-signin 

⽤意したアカウントでslack apiページにサインインできることを確認してください

https://api.slack.com/apps 

本サンプルシナリオに同梱されている「アプリ設定」フォルダ内の以下のファイルを⽤意してくださ
い

manifest.json

2.3. アプリの新規登録
本サンプルシナリオの実⾏に必要なアプリを新規登録します

1. slack apiページにアクセスします

https://api.slack.com/apps 

サインインが求められたら、Slackのアカウント情報でサインインしてください



2. [Create an App]または[Create New App]をクリックします



3. [From an app manifest]を選択します

4. [Select a workspace]で通知先のSlackワークスペースを選択します



5. [Next]をクリックします

6. テキストボックス内のテキストを全て削除します
[*Paste your manifest code here*]と表⽰されるようになります

7. 「2.2. 事前準備」で⽤意した「manifest.json」を[*Paste your manifest code here*]上にドラッグ&ドロ
ップします

ドラッグ&ドロップ後でも[*Paste your manifest code here*]のテキストボックスに変化がない場
合は、「manifest.json」をテキストエディタで開き、中⾝を直接コピー&ペーストしてください



8. [Next]をクリックします



9. [Create]をクリックします

10. 吹き出しが表⽰された場合、吹き出し内の[×]をクリックします 

[×]をクリックすることで吹き出しが消えます
全ての吹き出しに対して実施してください
吹き出しが表⽰されない場合は次の⼿順に進んでください



11. [Request to Install]をクリックします

ボタンが[Request to Install]ではなく、[Install to Wrokspace]の場合は、⼿順14まで⼿順をス
キップしてください

12. [Submit Request]をクリックします



ボタンが[Request Submitted]に変化します

13. Slackのアプリ管理者宛に、承認依頼のダイレクトメッセージがSlackに届きます。ダイレクトメッセー
ジ内の[ワークスペースでの利⽤を承認]をクリックします

⼿順13の実施者がアプリ管理者ではない場合は、アプリ管理者に依頼してください



14. [Install to Workspace]をクリックします

ボタンが[Request Submitted]から変化しない場合は、F5キー等でページの再読み込みを⾏って
ください



15. [許可する]をクリックします

[Install to Workspace]のボタンが消えた画⾯に遷移します

16. 左メニューから[OAuth & Permissions]を選択します
17. [OAuth Tokens for Your Workspace]項⽬の[Bot User OAuth Token]横の[Copy]をクリックし、「アクセ
ストークン」をコピーします



コピーしたアクセストークンはメモ帳に貼り付ける等して控えてください

2.4. 通知先のチャンネルの設定
通知先のチャンネルにSlackのアプリを追加します
ダイレクトメッセージを通知先にはできません

1. 通知先のチャンネルを追加します
Slack公式の⼿順にしたがってチャンネルを追加してください

2. 追加したチャンネルを開きます
3. 右上のプロフィール写真の⼀覧をクリックします

4. [チャンネル情報]タブを選択します



5. 画⾯最下部にある「チャンネルID」をコピーします

コピーしたチャンネルIDはメモ帳に貼り付ける等して控えてください
6. [インテグレーション]タブを選択します



7. [アプリを追加する]をクリックします

8. 「ChatBotFromAT」の右にある[追加]をクリックします

通知先のチャンネル上に「ChatBotFromATさんが参加しました。」とメッセージが投稿されま
す
アプリの登録の反映に時間がかかり「ChatBotFromAT」が表⽰されない可能性があります

その場合、しばらく時間をおいてから再度実⾏してください

以上で「設定⼿順（Slack）」は終了です



3. 設定⼿順（Teams）

3.1. 本⼿順の⽬的
本サンプルシナリオの実⾏に必要なTeamsのアプリを登録します
チャット接続設定ファイルの作成に必要な以下の情報を取得します

チームID
チャネルID
アプリケーション(クライアント)ID
クライアントシークレット
ディレクトリ(テナント)ID

3.2. 事前準備
WinActor（フル機能版）を⽤意してください

WinActorの更新機能を使って、Google ChromeのWebDriverを最新バージョンにアップデートし
てください

Google Chromeを⽤意してください
最新バージョンにアップデートしてください

Microsoft 365のライセンスが割り当てられたアカウントを⽤意してください
⽤意したアカウントでTeamsにサインインできることを確認してください（以下はWeb版Teams
のURLです）

https://teams.microsoft.com 

⽤意したアカウントでAzure Portalにサインインできることを確認してください

https://portal.azure.com/ 

3.3. アプリの新規登録
サンプルシナリオの実⾏に必要なアプリをAzre Portal上に新規登録します

1. Azure Portalにアクセスします

https://portal.azure.com/ 

サインインが求められたら、Microsoft 365のアカウント情報でサインインしてください
2. [リソース、サービス、ドキュメントの検索(G+/)]のテキストボックスに「アプリの登録」と⼊⼒しま
す



3. [アプリの登録]をクリックします

4. [＋新規登録]をクリックします

5. 以下の項⽬を設定します
名前

任意のアプリ名を⼊⼒してください
サポートされているアカウントの種類

[この組織ディレクトリのみに含まれるアカウント]を選択してください
リダイレクトURL

左側のプルダウンで[Web]を選択してください
右側のテキストボックスに以下のURLを⼊⼒してください

https://login.microsoftonline.com/common/oauth2/nativeclient 



6. [登録]をクリックします

7. 「アプリケーション（クライアント）ID」と「ディレクトリ（テナント）ID」をコピーします

マウスオーバー時に表⽰される[クリップボードにコピー]ボタンでもコピーができます
コピーしたアプリケーション(クライアント)IDとディレクトリ(テナント)IDはメモ帳に貼り付け
る等して控えてください



8. 左メニューから[証明書とシークレット]を選択します

9. [＋新しいクライアントシークレット]をクリックします

10. [有効期限]のプルダウンで任意の期限を選択します



11. [追加]をクリックします

12. [値]をコピーします

コピーした値が「クライアントシークレット」です
別の画⾯に遷移するとクライアントシークレットの値は再表⽰されませんのでご注意くださ
い。再度⼿順9の実施が必要となります
マウスオーバー時に表⽰される[クリップボードにコピー]ボタンでもコピーができます
コピーしたクライアントシークレットの値はメモ帳に貼り付ける等して控えてください



13. 左メニューから[APIのアクセス許可]を選択します

14. [＋アクセス許可の追加]をクリックします



15. [Microsoft Graph]をクリックします

16. [委任されたアクセス許可]をクリックします

17. [アクセス許可を選択する]の下にあるテキストボックスに「offline_access」と⼊⼒します

18. 「offline_access」のチェックボックスをチェックします



19. [アクセス許可の追加]をクリックします

これでアクセス許可「offline_access」が追加されました
20. ⼿順14〜19を繰り返して、他に3種類のアクセス許可も追加します

追加するアクセス許可
ChannelMessage.Send
User.Read.All
ChannelMessage.Read.All



チェックボックスが表⽰されない場合

[>]をクリックして展開すると表⽰されます

21. 追加した4種類のアクセス許可が表⽰されているか確認します



22. [〜に管理者の同意を与えます]をクリックします

クリックできない場合、管理者の権限を持っていません
⼿順22の実施は、実施者のアカウントが所属するテナントの管理者に依頼してください

23. [はい]をクリックします

[状態]項⽬に緑のチェックマークが付けば成功です

3.4. 通知先のチャネルの追加
通知先のチャネルの情報を取得します
パブリックチャネルのみ通知先に設定できます
チャット、プライベートチャネルでは設定できません



1. 通知先のチャネルを追加します
Microsoft公式の⼿順にしたがってチャネルを追加してください

2. 追加したチャネルを開きます
3. 右上の「・・・」をクリックします

4. [チャネルへのリンクを取得]を選択します

5. [コピー]をクリックし、チャネルへのリンクをコピーします

次の⼿順のため、コピーしたリンクをメモ帳等に貼り付けてください
6. コピーしたリンクから「チャネルID」と「チームID」を取得します

チャネルIDは、「channel/」と「/{チャネル名}?groupId=」の間のテキストです
チームIDは、「/{チャネル名}?groupId=」と「&tenantID」の間のテキストです
リンク例

https://teams.microsoft.com/l/channel/{チャネルID}/{チャネル名}?groupId={チー
ムID}&tenantId={ディレクトリ（テナント）ID} 

取得したチャネルIDとチームIDはメモ帳に貼り付ける等して控えてください

以上で「設定⼿順（Teams）」は終了です



4. 補⾜

4.1. クライアントシークレットの有効期限の確認と追加
本⼿順で、クライアントシークレットの有効期限を確認します
期限が切れていた場合は、新規で追加する必要があります

1. Azure Portalにアクセスします

https://portal.azure.com/ 

サインインが求められたら、Microsoft 365のアカウント情報でサインインしてください
2. [リソース、サービス、ドキュメントの検索(G+/)]のテキストボックスに「アプリの登録」と⼊⼒しま
す

3. [アプリの登録]をクリックします

4. [所有しているアプリケーション]または[すべてのアプリケーション]を選択し、クライアントシークレ
ットを更新したいアプリをクリックします

5. 「3.3. アプリの新規登録」の⼿順8を実施し、登録したクライアントシークレットの有効期限を確認し
ます



6. 有効期限が切れていた場合は、「3.3. アプリの新規登録」の⼿順9〜12を実施します
取得した「クライアントシークレット」の値を⽤いてチャット接続設定ファイルを更新、また
は新規作成してください。


